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鶴
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男
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年
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日
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出

質

問
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二

五

号

食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
質
問
主
意
書
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食
の
安
全
・
安
心
に
関
す
る
質
問
主
意
書

近
年
、
「
食
品
の
安
全
・
安
心
」
を
脅
か
す
不
祥
事
・
不
正
行
為
な
ど
の
事
件
が
後
を
絶
た
ず
、
消
費
者
・
国
民
は
「
何
を

基
準
に
、
何
を
信
じ
て
買
い
求
め
れ
ば
い
い
の
か
」
と
い
う
不
信
・
不
安
を
募
ら
せ
て
お
り
、
「
安
全
・
安
心
な
食
料
を
安
定

的
に
国
民
に
提
供
」
す
べ
き
行
政
の
責
任
も
厳
し
く
問
わ
れ
る
状
況
に
あ
る
。

乳
業
界
に
お
い
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
発
生
し
た
「
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
」
を
通
し
て
、
乳
業
工
場
の
衛
生
管

理
の
不
備
や
回
収
製
品
の
杜
撰
な
再
利
用
な
ど
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
中
で
、
消
費
者
・
国
民
の
怒
り
と
批
判
の
声
は
企
業

に
向
け
ら
れ
る
と
同
時
に
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
厚
生
労
働
省
や
農
林
水
産
省
の
監
督
指
導
の
あ
り
方
を
も
厳
し
く
見
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
を
契
機
に
厚
生
省
（
当
時
）
で
の
有
識
者
懇
談
会
に
よ
る
、
「
飲
用
乳
の
製
品
の
再

利
用
に
関
す
る
報
告
書
」
な
ど
を
踏
ま
え
、
「
食
品
衛
生
法
」
の
厳
格
な
運
用
と
「
製
品
再
利
用
に
関
す
る
指
針
」
を
明
確
に

す
る
な
ど
業
界
へ
の
指
導
が
行
わ
れ
た
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
業
界
団
体
で
あ
る
日
本
乳
業
協
会
は
、
「
飲
用
乳

の
製
品
の
再
利
用
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
及
び
「
品
質
保
証
と
危
機
管
理
」
等
な
ど
信
頼
回
復
に
向
け
て
自
ら
襟
を
正
す

基
準
を
策
定
す
る
に
至
っ
た
。

し
か
し
、
残
念
な
が
ら
食
品
を
巡
る
不
祥
事
・
不
正
行
為
は
そ
の
後
も
続
発
す
る
異
常
な
事
態
に
あ
る
。
特
に
、
雪
印
乳
業

一



集
団
食
中
毒
事
件
を
契
機
に
業
界
ト
ッ
プ
企
業
に
な
っ
た
明
治
乳
業
に
お
い
て
、
雪
印
乳
業
の
教
訓
が
生
か
さ
れ
る
こ
と
な
く

同
様
の
不
祥
事
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
重
大
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
監
督
指
導
に
当
た
る
べ
き
行
政
の
責
任
で
あ
る

こ
と
も
明
白
で
あ
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
を
す
る
。

�

明
治
乳
業
稚
内
工
場
で
の
「
汚
染
脱
脂
粉
乳
再
利
用
」
問
題
に
つ
い
て

�

厚
生
労
働
省
の
「
食
品
衛
生
法
第
十
一
条
第
二
項
に
違
反
」
と
い
う
見
解
に
対
し
て
、
明
治
乳
業
は
再
利
用
の
発
覚
時

「
社
内
規
定
に
基
づ
く
も
の
」
と
釈
明
し
て
い
る
が
、
「
雪
印
乳
業
集
団
食
中
毒
事
件
」
の
原
因
で
あ
っ
た
「
汚
染
脱
脂

粉
乳
の
再
利
用
」
が
業
界
ト
ッ
プ
企
業
で
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
対
す
る
監
督
省
庁
の
責
任
を
ど
う
考
え
て
い
る

か
。

�

「
食
品
衛
生
法
」
違
反
の
認
識
も
な
く
、
「
社
内
規
定
で
汚
染
原
料
の
再
利
用
」
が
行
わ
れ
て
い
た
等
、
「
食
品
衛
生

に
対
す
る
企
業
モ
ラ
ル
」
が
厳
し
く
問
わ
れ
て
い
る
が
、
明
治
乳
業
に
対
し
い
か
な
る
行
政
指
導
を
行
っ
た
か
、
事
件
発

覚
後
の
経
緯
と
指
導
内
容
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

北
海
道
厚
生
局
、
稚
内
保
健
所
が
立
ち
入
り
調
査
で
「
汚
染
脱
脂
粉
乳
再
利
用
」
を
確
認
し
た
の
が
二
〇
〇
四
年
七
月

二



で
あ
り
、
食
用
流
通
停
止
の
「
食
品
衛
生
法
違
反
」
と
い
う
指
導
が
八
月
に
な
さ
れ
、
そ
の
後
九
月
十
三
日
に
業
界
紙
が

報
道
す
る
ま
で
事
件
は
い
っ
さ
い
公
表
さ
れ
な
か
っ
た
。
北
海
道
厚
生
局
は
「
食
用
に
流
通
し
て
い
な
い
の
で
公
表
し
な

か
っ
た
」
と
し
て
い
る
が
、
「
法
律
違
反
の
疑
い
が
強
い
事
例
な
の
に
、
積
極
的
に
公
表
し
な
い
の
は
甘
い
対
応
で
は
な

い
か
」
（
北
海
道
新
聞
）
と
い
う
消
費
者
・
国
民
の
不
信
・
疑
問
は
当
然
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
す
る
厚
生
労
働
省
の
認

識
と
公
表
し
な
か
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

明
治
乳
業
は
「
社
内
規
定
に
基
づ
く
再
利
用
」
と
釈
明
し
て
い
る
が
、
全
社
的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

直
ち
に
全
社
各
工
場
の
製
造
検
査
記
録
な
ど
を
可
能
な
限
り
さ
か
の
ぼ
っ
て
立
ち
入
り
調
査
を
行
い
、
総
点
検
の
結
果
を

公
表
す
る
こ
と
が
監
督
省
庁
の
当
然
の
対
応
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

�

明
治
乳
業
は
、
社
内
で
は
「
法
令
及
び
社
会
の
視
点
と
い
う
面
で
の
認
識
が
不
足
し
て
い
た
こ
と
を
痛
感
」
（
リ
ス
ク

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
委
員
長
の
従
業
員
へ
の
説
明
）
等
と
し
て
い
る
が
、
公
に
は
謝
罪
も
再
発
防
止
へ
の
「
危
機
管
理
体

制
の
見
直
し
」
も
公
表
し
て
い
な
い
。
企
業
責
任
と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
、
公
表
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

�

農
林
漁
業
金
融
公
庫
（
以
下
、
公
庫
と
略
す
）
の
明
治
乳
業
へ
の
多
額
融
資
に
関
し
て

三



�

公
庫
が
明
治
乳
業
に
融
資
し
て
い
る
金
額
・
利
息
・
担
保
（
一
九
九
七
年
度
〜
二
〇
〇
三
年
度
）
に
つ
い
て
明
ら
か
に

さ
れ
た
い
。

�

公
庫
の
設
立
趣
旨
と
の
関
係
で
、
乳
業
界
ト
ッ
プ
企
業
の
明
治
乳
業
へ
の
二
百
十
五
億
円
余
の
融
資
は
「
正
常
な
融

資
」
と
い
え
る
の
か
。

�

公
庫
の
融
資
は
、
長
期
・
低
利
で
あ
り
、
国
か
ら
多
額
の
赤
字
補
給
金
（
二
〇
〇
二
年
度
六
百
六
十
二
億
円
、
二
〇
〇

三
年
度
六
百
五
億
円
）
が
投
入
さ
れ
て
い
る
。
経
営
困
難
な
農
林
漁
業
の
振
興
発
展
を
目
指
す
融
資
な
ら
当
然
で
あ
る

が
、
筆
頭
株
主
が
「
み
ず
ほ
銀
行
」
と
い
う
業
界
ト
ッ
プ
企
業
に
対
し
て
同
じ
融
資
条
件
で
多
額
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
問

題
は
な
い
の
か
。

�

財
政
制
度
等
審
議
会
財
政
投
融
資
分
科
会
（
二
〇
〇
四
年
十
月
二
十
七
日
）
に
お
け
る
宮
坂
農
林
水
産
省
大
臣
官
房
審

議
官
の
報
告
に
つ
い
て
、
「
資
金
使
途
の
一
部
を
廃
止
す
る
な
り
、
大
企
業
向
け
の
融
資
率
引
き
下
げ
」
等
の
実
施
を
報

告
し
て
い
る
が
、
「
一
部
廃
止
」
と
は
何
を
さ
す
の
か
。
ま
た
、
「
融
資
率
引
き
下
げ
」
の
具
体
的
内
容
は
何
か
。

�

食
品
産
業
融
資
枠
を
二
〇
〇
一
年
度
の
千
二
十
二
億
円
か
ら
二
〇
〇
四
年
度
に
は
六
百
八
十
億
円
に
減
少
さ
せ
た
と
の

宮
坂
報
告
が
あ
る
が
、
明
治
乳
業
へ
の
多
額
融
資
は
な
ぜ
問
題
に
な
ら
な
い
の
か
。
融
資
の
背
景
も
含
め
明
ら
か
に
さ
れ

四



た
い
。

�

一
九
九
一
年
の
「
食
品
流
通
改
善
資
金
」
及
び
一
九
九
八
年
の
「
食
品
産
業
品
質
管
理
高
度
化
促
進
資
金
」
創
設
の
背

景
と
理
由
に
つ
い
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

�

「
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
必
要
な
長
期
か
つ
低
利
の
資
金
で
、
一
般
の
金
融
機
関
が
融
通
す
る
こ
と
を
困
難
と
す

る
も
の
を
融
通
す
る
こ
と
を
目
的
」
と
す
る
政
策
金
融
を
多
額
に
利
用
し
て
い
る
明
治
乳
業
が
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ

う
な
不
祥
事
・
不
正
行
為
を
繰
り
返
し
、
そ
の
事
実
を
隠
蔽
し
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
行
政
の
指
導
責
任
（
貸
し
手
責

任
）
を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
「
食
の
安
全
・
安
心
」
へ
の
消
費
者
・
国
民
の
信
頼
に
応
え
る
た
め
に
も
、
コ

ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
業
界
の
ト
ッ
プ
企
業
と
し
て
健
全
な
企
業
活
動
を
行
う
よ
う
に
指
導
す
べ
き
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

右
質
問
す
る
。
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